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【企画の趣旨】 

 
 

働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律が施行され、医療にも適応さ

れました。医療は医師だけでなく多様な職種の連携によりチームで提供されるものである

ため、多くの医療専門職種それぞれが自らの能力を活かし、より能動的に対応できる仕組み

を整えることが重要です。しかし、それらが、長時間労働や医療者の自己犠牲によってなさ

れるものであってはなりません。患者へのきめ細かなケアを実施するためには医療チーム

の連携を促進し、医療従事者の役割分担や IT などの活用による負担軽減、医療の標準化に

よる質の向上が不可欠です。本企画では、クリニカルパス学会、日本医療情報学会、日本医

療・病院管理学会の立場からその実現のために何ができるか議論をしたいと思います。 
 


